
23 ぎょうだ 議会だよりぎょうだ 議会だより

市

長

提

出

議

案

行田市個人情報保護条例の一部を 　　　　　 
改正する条例など30議案を可決・承認・同意

行田市個人情報保護条例の一部を 　　　　　 
改正する条例など30議案を可決・承認・同意

　６月定例会には、
市長提出議案３０件
が提出され、すべて
原案のとおり可決・
承認・同意しました。
　また、議員提出議
案１件が提出され、
可決しました。
　主な議案の内容は
次のとおりです。

議 場 風 景（6月定例会）

○
行
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

（
原
案
可
決
）

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
（
番
号
利
用

法
）
が
改
正
さ
れ
、
条
例
に
基
づ

く
独
自
利
用
事
務
に
つ
い
て
も
、

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
情
報
連
携
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

○
行
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

 

（
原
案
可
決
）

　
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

点
は
、
①
保
育
の
受
け
皿
整
備
の

促
進
の
た
め
の
措
置
、
②
市
民
緑

地
の
認
定
制
度
の
創
設
に
伴
う
課

税
標
準
の
特
例
措
置
、
③
配
偶
者

控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
の
見
直

し
に
伴
う
用
語
の
整
備
を
行
う
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

○
行
田
市
斎
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

  

（
原
案
可
決
）

　
行
田
市
斎
場
の
総
合
的
な
管
理

業
務
の
実
践
や
火
葬
技
術
職
員
体

制
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
条
例
の

改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

〔
主
な
質
疑
〕

問
　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
最
大
の
理
由
は
何
か
。

答
　
火
葬
炉
の
安
全
か
つ
確
実
な

運
転
の
確
保
、
拡
充
し
た
施
設
の

運
営
に
対
応
で
き
る
管
理
体
制
の

一
層
の
充
実
、
火
葬
に
精
通
し
た

火
葬
技
術
職
員
及
び
火
葬
に
必
要

な
資
格
を
有
し
た
職
員
の
確
保
に

つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、

民
間
の
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
最

適
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
た

め
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
も
の
で
あ
る
。

○
行
田
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利

用
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

 

 

（
原
案
可
決
）

　
保
育
所
等
の
保
育
料
に
つ
い
て
、

国
で
は
平
成
29
年
度
か
ら
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
で
は
第
２
子
を

無
償
と
し
、
年
収
３
６
０
万
円
未

満
相
当
世
帯
で
は
減
額
す
る
こ
と

と
し
た
。
そ
の
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
行
田
市
公
共
下
水
道
緑
町
ポ
ン

プ
場
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
に
つ
い
て

 

（
原
案
可
決
）

　
本
事
業
は
、
下
水
道
事
業
の
促

進
を
図
り
、
生
活
環
境
の
改
善
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
供
用

中
の
ポ
ン
プ
場
内
に
お
け
る
機
械
・

電
気
設
備
の
更
新
工
事
を
日
本
下

水
道
事
業
団
に
委
託
す
る
こ
と
と

し
、
協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
あ

る
。

○
平
成
29
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算

 

 

（
原
案
可
決
）

　
緊
急
的
な
対
応
が
必
要
と
な
る

事
業
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講

じ
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
1
億
8
2
7
万
7
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
2
5
3
億
1
8

2
7
万
7
千
円
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
、
総

務
費
の
行
政
企
画
費
で
は
、
日
本

遺
産
魅
力
発
信
推
進
事
業
の
実
施

主
体
と
し
て
、
新
た
に
発
足
し
た

「
行
田
市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
」

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
と

と
も
に
、
当
面
必
要
と
な
る
事
業

資
金
の
貸
付
け
を
行
う
も
の
。

　
民
生
費
の
児
童
福
祉
一
般
管
理

費
で
は
、
市
内
学
校
法
人
に
対
す

る
保
育
施
設
整
備
費
補
助
金
に
不

足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
の
追
加
措

置
。

　
商
工
費
の
企
業
立
地
促
進
事
業

費
で
は
、
埼
玉
県
が
実
施
す
る
産

業
団
地
整
備
に
係
る
可
能
性
調
査

と
連
携
し
、
事
業
化
に
向
け
た
検

討
や
調
査
に
係
る
所
要
額
の
措
置
。

商
工
業
育
成
振
興
費
で
は
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
経
費
。

　
教
育
費
で
は
、
教
育
振
興
へ
の

指
定
寄
附
を
財
源
と
し
て
、
小
・

中
学
校
で
使
用
す
る
物
品
の
購
入

及
び
「
ぎ
ょ
う
だ
郷
土
か
る
た
」

の
改
訂
版
の
作
成
並
び
に
地
域
公

民
館
で
使
用
す
る
物
品
や
防
犯
カ

メ
ラ
の
導
入
経
費
。

　
ま
た
、
文
化
財
保
護
費
で
は
、

日
本
遺
産
の
認
定
を
記
念
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
及
び
日
本
遺

産
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
た
め
の
経
費
が
主
な
も
の
で

あ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
を
賄
う
財
源
は
、

県
支
出
金
、
寄
附
金
、
諸
収
入
及

び
繰
越
金
に
よ
り
措
置
す
る
も
の

で
あ
る
。

〔
主
な
質
疑
〕

問
　
保
育
施
設
整
備
費
補
助
金
で

整
備
す
る
施
設
の
詳
細
は
。

答
　
市
内
渡
柳
に
平
成
30
年
度
開

所
予
定
の
小
規
模
保
育
事
業
所
で
、

鉄
骨
造
り
2
階
建
、
延
面
積
4
5

1
・
8
㎡
、
入
所
定
員
19
人
、
入

所
対
象
は
3
歳
未
満
児
で
あ
る
。

問
　
若
小
玉
地
区
に
産
業
団
地
の

整
備
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
経
緯
は
。

答
　
昨
年
９
月
に
市
長
、
議
長
、

行
田
市
商
工
会
議
所
会
頭
、
南
河

原
商
工
会
会
長
の
連
名
で
県
知
事

に
要
望
す
る
な
ど
、
県
に
対
し
市

を
挙
げ
て
積
極
的
な
働
き
か
け
を

行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

に
つ
い
て
の
詳
細
は
。

答
　
発
行
総
額
は
、
販
売
価
格
５

千
万
円
に
プ
レ
ミ
ア
ム
分
５
０
０

万
円
で
合
計
５
５
０
０
万
円
で
あ

る
。
販
売
は
1
万
円
単
位
と
し
、

１
人
当
た
り
の
購
入
限
度
は
５
万

円
、
販
売
時
期
は
10
月
、
利
用
期

間
は
平
成
29
年
11
月
か
ら
30
年
4

月
末
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
商
品
券
販
売
の
周
知
方
法
、

周
知
時
期
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
市
報
８
月
号
及
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
周
知
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
寄
附
金
の
事
業
は
ど
の
よ
う

に
決
定
し
た
の
か
。

答
　
教
育
分
野
で
の
活
用
を
希
望

す
る
寄
附
者
の
意
向
を
尊
重
し
、

市
民
の
皆
様
の
利
益
と
な
る
よ
う

各
課
所
館
、
小
・
中
学
校
に
お
い

て
検
討
、
教
育
委
員
会
で
集
約
し
、

決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
定
例
会
最
終
日
の
6
月
22
日

に
、
正
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
選

挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
小
林
友
明

議
員
（
新
政
策
研
究
会
・
3
期
目
）、

副
議
長
に
は
秋
山
佳
于
議
員
（
黎

明
21
・
2
期
目
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
正

副
委
員
長
の
辞
任
に
伴
う
選
挙
が

行
わ
れ
、
新
し
い
正
副
委
員
長
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
平
社
　
輝
男

　
　
副
委
員
長
　
江
川
　
直
一

○
建
設
環
境
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
吉
田
　
豊
彦

　
　
副
委
員
長
　
吉
野
　
修

○
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
松
本
　
安
夫

　
　
副
委
員
長
　
細
谷
　
美
恵
子

　
監
査
委
員
の
選
任
に
関
す
る
議

案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
議
会

選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
、
松
本

安
夫
議
員
（
黎
明
21
・
3
期
目
）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
の
選

出
方
法
が
公
選
制
か
ら
市
議
会
の

同
意
を
要
件
と
す
る
市
長
の
任
命

制
へ
と
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
農
業
委
員
会
委
員
13
名

の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
松
﨑
　
誠
　
・
吉
田
勇
次
郎

　
長
谷
川
浩
一
・
竹
井
　
好
行

　
大
関
　
守
宏
・
萎
澤
　
隆
夫

　
島
田
　
勇
　
・
小
川
　
洋
一

　
宮
﨑
　
薫
　
・
新
井
　
健
一

　
國
島
　
健
一
・
金
子
　
久
男

　
藤
間
　
光
治
　
（
敬
称
略
）

6 月 定 例 会

答

補正予算

補
正
総
額

1
億
8
2
7
万
円
余
り

議会人事

議
長
に
小
林
友
明
議
員

　
　
　
　
　
　副
議
長
は
秋
山
佳
于
議
員

問

答 問

答 問答 問答 問 答 問

　このたび、議員各位のご推挙を得まして、
議長・副議長の要職に就任いたしました。誠
に身に余る光栄でありますとともに、その職
責の重さに身を引き締めているところでござ
います。
　現在、地方分権の進展とともに、自治体の
自主決定、自己責任の範囲は拡大しており、
二元代表制の一翼を担う市議会の果たす役割
もますます重要なものとなってきております。
　市議会といたしましても、このような状況
をしっかりと認識し、市民の皆様の代弁者と
して、これまで以上に市民ニーズを的確に把
握するとともに、本市がさらに魅力的なまち
となるよう、積極的に取り組んでまいる所存
でございます。
　今後とも、市民の皆様のご理解とご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

就任のあいさつ

議

　長　

小
林

　友
明

副
議
長

　秋
山

　佳
于

農
業
委
員
会
委
員

農
業
委
員
会
委
員

監
査
委
員
に
松
本
安
夫
議
員


